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築
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度
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史
硏
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一
世
紀
の
餘
に
互
る
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多
の
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劳
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ょ
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硏
鐵
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れ
て
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.る
。
そ
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究
の
方
法
も
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授
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摘
さ
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初
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入
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組
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的

見

解

巧

る
と
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ふ
こ
と
で
は
な
い
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例
へ
ば
獨
逸
中
I

市
S

源
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關
し
て
、
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如
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、
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，
ム
一
一
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ェ
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說
、
莊

麗

說
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ギ
ル
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說
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場
法
說
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農

村

共

同

霧
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ブ
ル
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法
說
、
f

的
移
f

等
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學
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に
ょ.？

提
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げ
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說
、
或
は
产
ッ
チ
ユ
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莊
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說
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文
は
ゾ
ォ
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市
場
法
說
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立
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說
く
こ
と
適
切
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と
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と
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な
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つ
.て 
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逸
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世
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成
立
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つ
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て
も
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本
稿
に
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い
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は
、
；
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弛
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市
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.
に
關
す
名
前
記
の.
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說
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逐
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す
る
；意
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を
持
づ
の
で
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な
い
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又
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鉼
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に
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お
け
る
趨
向
を
概
觀
し
ょ
ぅ
と
す
る
の
.で
も
な
い
。
，問
題

.と
す
.る
と

こ

ろ

は

、.

廣
く
い
へ
ば
.獨
逸
中
世
都
市
制
度
の
我
立
に
關
す
る
も 

の
で
あ
る
が
、
そ̂

中
で
グ
こ
の
布
制
成
立
上’

謂
ゆ
各
商
人
ギ
ル
ド
は
關
與
し
た
か
否
か
，
若
し
關
铭
あ
b

と
せ
ば
、
そ
れ
は
如
何. 

.な
る
程
度
に
お
い
て
で
あ
つ
た
か
を
見
ん
と
す
る
に
.あ
るP

こ
こ
：に
：い
ふ
都
市
と
は
、
十

一

ー
泚
紀
後
半
以
來
そ
の
姿
を
中
货
史
上
に
現
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.
は
、L

、'
十
.三
世
紀
に
お
い
そ'
そ
：の
盛
時
を
展
開
し
た
建
設
都
市
を
指
す
。
、
し
か
も
、
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獨
逸
全
體
の
%
域
に
お
け
る
建
設
都
市
に
つ
い
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見
：る
が
如
きt
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：る
と̂

ろ
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な
く
、
僅
か
：に
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獨
逸
の
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部
.の̂

れ
.に
眼
局
せ
ふ
も
.の
で
あ
る:0
但
し
こ
.の
場
合
1

.
北
.獨
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の
建
設
都
沛
に
あ0

て
も
、
，建|

^

急
速
な
る
發
展
を
录1>
,

、
短
時
旧
の
間
に
ぞ
れ
端
緖
期
ぬ
比'!
:
て
著
し
く
容
貌
を
變
ぇ
た
都
市
を 

探
る
と
と
ぼ
避
け
で
、

『

中
耻
末
に
至.る
.
ま
で
、
都
市
の
獨
立
が
失
は
れ
る..に
至
る
ま
、で」

、
，初
期
に
お
け
る
諸
特
質
を
保
有
し
た
.

<?
:
做
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れ
る
都
布
ゴ
ス
：ラ
：ァ
ル
：に
.重
點
：を
置
い
て9

)

、
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て
そ
.め
統
：治
組
織
の
成
立
上
に
お
け
る
商
人
ギ
：ル
ド
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の
役
割4

#
.

ね
ん
と
す
る
。
、

:

從
つ
て
本
稿
の
.結
論
を
以
てV

中
世
獨
迤
建
設
都
市.
.一.
般
は
.お
ろ
.
か
、
北
獨
逸
の
そt

だ
が
ぬ
.で
も
多
か
れ
少
か
れ
該
當
す
る
と
い 

ふ
が
如
き
觀
度
は
、
最
初
か
ら
竄
圖
し
て
ゐ
な
い
。
た
だ
現
在
迄
に
お
い
て
旣

.
に
十
^
^
判
さ
れ
盡
し
て
ゐ
石
か
に
見
ら
れ
る
問
題
に 

も
，
尙
こ
れ
を
改
め
て
採
り
上
げ
る
餘
地
の
存
す
る
こ
と
を
示
す
上
の
ー
例
と
し
そ
、
こ
こ
に
述
べ
る
に
過
ぎ
な
い
。
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世
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逸
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姐
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都
市
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い
ま
こ
こ
に
獨
逸
中
世
都
市
銃
，治
組
織
p

形
成
と
商
A，
ギ
ル
ド
とQ

關
係
に
つ
'
い
て
-の
諸
研
究
を
、
問
題
史
的
に
記
述
す
る
こ
と
は
, 

省
略
す
る
が
、一

言
そ
の
大
要
を
い
へ
ば
、
ヴ
パ
ル
ダ
？

ル
ケ

Q

商
人
ギ
ル
ド
始
證
が
：
グ；

K

や
へ
バ
ゲ
ル
に
よ
つ
て
夙 

に
反
駿
さ
れ
た
後(

4)

、
、
一一
 

ッ、チn
、
n
r

 

等
に
よ
る
謂
ゆ
る
大
ギ
ル
ド
が
市
制
成
立
老
甚
を
爲
す
纟
s

f

 

2

フ
-プ 

ォ
ン
•
へ
口
ォ
に
よ
つ
て
厳
し
い
批
制
が
加
へ
ら
れ
S

、
爾
來
’

初
W

Q

商
人
ギ
ル
ド
と
都
市
統
歡
織
形
成
と
の
間
の
關
係
を
探
る 

こ
と
I

早
無
用
I

か
に
觀
f

れ
て
ゐ
る
Q

S

つ
た
。
然

し

ニ

ン
•

ベ
‘

する
霖瞥
が存
しな
い

’

の
で
は
な
い
。
殊 

，に
レ
K

I

ヒQ
r
l

ベ
ッ
ク
市
場」

硏
究
を
中
心
と
す
る
論
斬
は9)

、
當
の
フ
才
ン
•
ベ
口
デ

Q

死
去
に
よ
？

中
斷
さ
れ
て
.了
つ 
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又
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狀
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範
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落
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ら
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を
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が
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葉
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右
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；
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。
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狀
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.
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又
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；
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滕
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.
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ôh

 ̂

d
e

 

G
o

s
l
a

w
i
o

)」

よ
り'

成
.

る
。

-

〇

三.

八

年

.
コ
ン 

ラ
ア
ド1

.

1

ク

？

リ
ン
ブ
ル
ク

S

人(
n

t
i

a
l

 

.d
e

 

Q

I

1

愚
に
與
へ
た
文
書
に
、
ゴ
ス
ラ
ア
ル
：：及
び
>
.
グ
デ
ブ 

ル-

ク
の
商
人
に
お
け
る
と
同
様
の
範
域
と
裁
刺
と
に
從
っ
て
生
活
す
べ
し
と
い
ひ
、

.

續
い
：て
下
級
裁
判
權
及
び
市
場
行
政
權
を
賦
與
す

.

#

 

. 

-.•
.
.
• 

ノ 

• 

,
•
.
-
'■ 

.

.

.

. 

=

: 

' 

. 

. .
 

■ 

:
 

■

,
产 

.

/

る
こ
と
、̂:
の

行

使

に

，よ

っ

.て

得

た

る«3金

，の

四

分

の

ー

は

^

市
^

^

官
に
、
四
分
の
王
は
商
人9
>«
>

§

3-
1
10*
1
1
5

)

に
屬
す
.

y

き
こ
と
，
 

を
定
め
て
ゐ
るO

、

こ
れ
か
ら
し
て
十一

世
紀
前
半
、
ゴ.
ス
ラ
ア
ル
の
メ
ル.
カ
ト
ォ
レ
ス
は
、
右
と
同
ー,.
內
容
0

權
阪
を
有
し
；て
'ゐ 

'た
こ
と
が
解
り
、.更
に
、
夙
に
リ
ィ
チH

ル
が
指
摘
し
て
ゐ
る
やぅ
，に

、
ゴズ
ラ
ア
ル
に
商
人
仲
間
が
莅
在
せ.る
こ
.と
が
衆
さ
.れ
る(

5

)

0

/
*
-

 

. 

- 

-

•
!.
■.
-
 

- 

. 

— 

.. 

V 

. 

. 

* 

■

.
■
.
: 
. 

.

.■

■
’ 

:

そ
れ
が
右
の
文
書
に
い
ふ--
|

ゴ
ス
ラ
.
ア
ル
.の
メ
ル
カ
.

>

ォ
.
レ
.
ス.」

な
の
_
,で
あ
る
。
ノ
 

. 

, 

r 

.

■' 

ん'
■ 

て' 
.
'
.
-
-
.

ニ. 

: 

I 

'

l 

V
 

V
- 

•

こ
の
メ
ル
カ
ト
ォ
レ
ス

(

商
人
仲
間)

が
•

建
設
f

ゴ
ス
ラH

ル
に
.
お
い
て
演
じ
た
役
割.は
、

フ
レ
エ
リ
ッ
ヒ
敎
授
の
硏i

よ
れ
：

.

か
#

獨
逸
;0

逮
，段.

都.

市
せ
，
商

人

仲

間

.

.

 

芄
三

u<, 

-
-
II
: 

.

.

.

.

.

.

'r
f
-
v
.
-
l

_

,
L 

—

;.
v
-
' 

• 

;

v
-
u
v
r
*
.
.
.
:
l

'.
'

- 

■:
' 

■
■
■

-
 

r 

.
V
i 

V
. 

H

e
 

'.A 
V 

i
.
-
J
-
r 

. 

- 

s
i
.
I

/1
-
,
i
v
L
. 

.

V. 

-
■
. 

‘ 

r
.
-
. 

,

■:
-■!—

■■
■:
■■-
. 

. 

■

>
"
 

- 

.
 

-
-
.
-
i 

- 

.

.

、
.:
-J
..'
y
i



y

中
世
獨
逸
の
妞
設
都
市J
商
人
仲
間 

五

西

(

五
3

)

 

ノ 

ば
’

リ
^

、ソ
ク
の
企
業
家
組
合
に
お
け
る
も
の
と
蔞
一
致
す
各
。
即
ち
彼
等
が
、
手
，丄
業
者
と
は
別
個
の
結
合
を
な
し
て
ゐ
た
こ 

と
、
手H

讓
齊
と
異
つ
て
都
市
制
度
上

(

例
へ
ば
市
會
へ
の
參
與

〕

に
優
越
的
地
位
を
占
めt

ゐ
た
こ
と
、
經
濟
的
領
域
に
拎
い
で
時
權

(

織
物
商
經
營
©

:
留
保
攒
;?
>
*
'
,そ
し
て
恐
ち
く
は
釀
造
黎
も0
こ》

を
得
^

ゐ

た

こ

と

等

は

、
.，.
こ

•

 

■

 

•

 

.

 

.

.

 
•

 

•

 

• 

.

 .

 

-

.

%

;

 

•

 

.

 
•

•

 •

 

/

 -

 

'
■
- -

:

.

.

る

も.
の
;<
!
:
.し

、
，
次

彼

等

が

最

初

か

ち

公

法

的

及

び

.
私
法
的
領
域
に
お
い
：て
す
：ぐ
れ
て
ゐ
た
人
的
結
合
で
あ
り
た

^

做
す
場
合
に
、
最
も 

:

明
瞭
に
說
明̂

れ
得
る
9

)

0

但
し
匕
0'

と
と
.
は
、
.
レ
，
エ

リ

ッ

ヒ

被

段

の

'
い
ふ
や
ぅ
に
、
，こ
の̂
オ
ラ
ァ
'

ル
：の
商
人
仲
間
も

亦

、
企
業 

的
活
動
を
な
;1
-

そ
0

代
賓
と
し
て
經
濟
的*
法
律
的
特
權
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都
市
領
主
と
し
て.
の
國
3£

よ

り

：
賦

與

さ

れ

た

と

い

.
ふ

の
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は
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- 0
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等
を
以
て
建
設
也
業
家
の
，
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團
と
推
免
す
る
、こ
：とI

、
資
料
め
上
か
ら
こ
、れ
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い
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あ
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,
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彼
等
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^
業
家
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神
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缺
く
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隔
地
商
業
乃
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卸
商
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事
せ
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；
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群
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私
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賦
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と
は
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'
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推
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得
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れ
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彼
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初
國
王
高
權
に
屬
せ
る
ラ
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メ
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ス
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鑛
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販
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際
ル
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賦
與
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ベ
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お
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る
企
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家
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活
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す
る
代
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と
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似
也
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帶
び
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と
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ね
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次
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ス
ラ
ァ
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エ
リ
ッ
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.
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エ
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ょ
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れ
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參
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。
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あ
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騎
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忙
決
定
的
な
役
割
, |
:

演
じ
て
ゐ
死
ブ
ル
ゲ
ン
：セ
ネ
：な
る
等
族

0

解
體
で
も
あ
り
、 

:

r

た

な

ブ

ル

々

な■

族
の
成
立
でI

づ

，

初

期

の

商

人

仲

間

に

發

す

る

J

人
I

，
を
以
て
す：Y

 

く
、
：；市
_

同
體
乃
至
都
布
共
，同
體o'
成
長Q

上
.
か

ら

考

へ

.れ

ば

S

.

後
者
を
以
セ
適
當
と
す
る”

然
し
本
稿
に
お(

て
は 

商
人
仲
間——

犬
商
人
.
の
都
钳
制
度
上
：に
お
け
ム
役
割
が
中
心
問
題
と
な
る
の
で
：あ
る
か
ら
、
前
者
を
採
る
ベ
.き
で

あ

ら

ぅ

o

と

こ

ろ

.
- 

-
. 

f 

-
• 

• 

•

へ
で
ク-

ス
ラ
^

市

の

中

心

篇

た

る

喜

ぬ

改

造

後

に

表
 

セ
ス
の
銃
治
龃
織
上
の
地
位
ば
如
何
な
る
も
の
で
あ 

o

た

か

：>
あ
こ
れ
を
.
ニ
ー
九
〇
年
及^ --

ー
 

I

1

九

：八

年

の

布

會

議

員

0

權
成
か
ら
窺
づ.て
み
上
ラ
0

先

づ

前

者'に
お
け
る
_

1-
總
數 

、
は
十

.汍名
、
.
こ
の
中
で
、

.大顧
人

'̂
鑛
山
業
者
と
に
屬
す
る
苕
は
夫

^六名
ゝ
殘
り
七
名
が
雜
貨
商

ン̂

燒

職

，
靴

職
•

肉

屋

の

，
ギ
ル
ド 

に
屬
す
.る
'#

で
あ
っ
炎(

0
0

)

0

次
にj

一
 

1九
八
部
に
は
、

」
造
幣̂

キ
ル
，
ド

が

參

與

す

る

.と
4

に
な
っ
た
の
で
總
數
ー
一
十
一
名
に
增
し
て 

ゐ
る
が
?

y

と
の
.
全
員
.の
_
三
分
の
.k

が
雜
貨
商
と
手X

業

者

に

"

一
一
一
分
の

 

一
二
が
大
商
人
•
鑛
山
業
者•造
幣

#
に
ょ
っ
て
占
め
ら
れ
て 

ゐ

名

の
み
な
ら
ず
、
こ
0

後
者
は
量
的
優
越
の
外
に
、
格
式
そ9

他
に
お
い
て
前
者
ょ
り
も
拔
ん
で
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た

(

10〕

0
.
.又 

後
者
は
、，
六
人
嚷

(
s
e
c
h
s
l
n
n
e
n
)

な
る
形
態
.を
以
て
、
市
會
の
首
腦
部
を
占
め0;0%

議
員
選
擧
合
議
體
.

(

六
名
ょ
り
成
る〕

も
、
恐
.

 

ら
く
六
人
衆
を
以
て
構
成
さ
れ
た
も
の
と
做
さ
れ
て
，ゐ
る

Q

X

'.
こ
れ
等
を
以
て
す
れ
ば
、
舊
ブ
ル
ゲ
シ
セ
ス
は
、
.手
工
業̂

.

治
的
進
出
にi

っ
て
讓
步
是
餘
儀
な
く
さ
机
た
の
で
あ
っ
た
が
、
然
し

w

の
後
の
市
會
に
お
い
て
も
，
倚
優
越
的
地
位
を
維
持
し
て
ゐ

•
-
•
•
•
•
•
.
•
•
• 

>
. 

• 

• 

• 

.

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
ょ
ぅ

o

し
か
も
、
六
人
；衆
又
は
選
.擧
合
議
體
の
壟
斷
に
ょ
づ
て
、
舊
來
の
市
會
制
度
乃
至
都
市
統
治

制

度

上

の

代 

表
權
を
依
然
掌
握
し
續
け
、
以
て

.

謂
は
ば
封
鎖
的
な

.

グ
ル
ゥ
ブ
を

_

成
し
て
ゐ.

た
0
.

で
あ
っ
た0

.

こ
れ
は
、
本
稿
に
お
い
セ
.問
題
と
し 

て
來
た
謂
ゆ
る
ギ

.

ル

ド

的..
^

格
の
現
は
れ
と
見
ら
れ

#
-

る
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か

。

'  

こ
れ
を
以
て
、
嘗
て
の
商

人

仲

間

の

性

格

が

、

後

年

の
市
制
上
に
遺
さ
れ
た

.

ー
證
と
做
す
こ
と
は
、
牽
强
附
會
の
觀
方

^ -

あ
ら
ぅ
か0,

.

■
 

■
 

- 

 ̂

- 

，

一
*

' 

- 

• 

.
, 

■

.

以

上

.

フ
レH

 

.
リ
ッ
ヒ
敎
授
の
硏
究
に
從
っ

^

ゴ
ス
ラ
ァ
ル
，に
お
け
る
ブ
ル
ゲ
ン
セ
ス
が
、
市
會
改
观
の
以
前
に
お
い
て
も
、
亦
以 

後
に
.お
い
て

^

.

都
市
統
希
の
上
に
優
越
的
地
位
を
占
め
た
：

I

を
述
べ
た
。

..

こ
れ
が
グ4

ラ
ァ
ル
の
み
に
限
っ
て
見
出
さ
れ
る
事
象 

な

ち

ば

、

中

世

北

獨

逸

の

建

設

都

市

制

度

と

，商

人

仲

間

乃

至

大

商

人

と

の

.
關

聯

Q

 

§

映
は
、
こ
れ
を
要
請
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

r 

f
 

^
 
^
 
V
 

r
 

ゴ
ス
ラ
ァ
：ル'
に
お
.け
る
と
類 

似
せ
る
點
が
存
す
る
：と
見
：ら
れ
る
：以
上
、
;#

1

5

市
統
治
組
織
に
及
ぼ
せ
る
商
人
仲
間
の
役
割
ば
>:

i

顧
み

I

べ
き.

債
値
あ
る
も
の
な 

る
力
に
考
ヘ.
ら
れ
る
プ
こ.
れ
が
商
人
ギ
ル
ド
.始
源
說

.

で.

あ
る
ど
.
し
.

て
、
‘：直

ち

皆

裳
^̂

 

但

し

、

&

れ
を
以
て
私
は
、
.端
緖
期
の
商
人
仲
間
の
影
響
が
後
年
ま

.

で
遺
さ
れ
、
.そ
れ
が
市
麝
の
椒
造
に
現
ほ
れ
る
こ

I

る
を
い
，ふ
だ
け

.

で
.. 

あ
つ
て
：
猶
人
伸
間
と
そ
の
趣

.

の
大
商
人
乃
至
大
商
人
ヘ
キ

.

ル
ド(

こ
れ
に
っ
い
て
は
本
稿
で
は
關
說
し
な
か
っ
た

.)

と
が
同
.一

 

物

で
.̂
る 

と
：

5
^

の'

て■

い
0

-.

名

兩

念

、
.都

市'-^

上

に
^:
現

す

る

時

そ

 

'
又
假
令
名.

稱
は
同
じ
こ
と
が
あ
0 ;

て
も
、
第一.

次
の
そ 

■，
^

と‘

第一
.

一
次
の
、

のi

は
と
；れ
を

.

等
置
す
る
を
得
な
ざ

 ̂

い
と
こ
ら
で
あ
る

o

"

.

.

へ■

に
關
聯
_

採
-,
-
|
)上
ぐ
_

問
管
數
多
い
タ
こ
砮
前
述
ー
の
ゴ
：
ス
ニ
フ
ァ
な
經
適
•
齒

：っ
：|

、
例
へ
ば
前
記
市#

改
組
後
、

中I

獨

繁

霞
f

l

人

猫
‘ 

.
，、
七

(

六
七〕

i



中
li
t
獨
逸
の
站
設
都
市

^ :

商
人
#

間 

'

，

'

六

八

C

六

八

〕

：
'■ 

こ

れ

に

參

與

す

る

に

至

つ

た

手

：丄

業

翁

が

、

パ

ン

燒

職

*肉
尾

*雛
職

だ

け

に

止

つ

て

"
他

0
皮

革

職

や

鍛

治

職

等

々

は

何

故

に

政

治

的 

，進

出

を

爲

し

得

な

か

つ

た

の

で

あ

る

か

の

加

き

は
、
菹

ち

に

問

は

れ

る

と

と

ろ

で

あ

ら

ぅ

。

或

は

雜

貨

商

と

い

ひ

小

寶

商

と

呼

：媒

れ

る

- 

も

の

が

、
手

：丄

業

者

群

と

向

I

系

列

.に
镫

か

れ

た

所

以

も

問

題

と

な

ら

ぅ

。

-
こ

れ

等

は

、
バ
ィ

‘ヤ
ァ

レ

敎

授

の

新

市

場

聚

落

の

殳

_

Q) 

と

關

聯

し

て

湾

察

す

る

，な

ら

ば

、

•得
る

と

こ

ろ

あ

る

か

に

鸾

へ

ら

れ

る

の

で

あ

る

が

、

本

稿

の

課

題

の

限

宛

の

下

に

、

こ
こ
に
：は

觸

れ

.

，

> 

■ 

I 

■ 
>■ 

■ 

■ 

■ 

- 

I 

I 

.

な
い
。
更
に
ゴ
ス
ラ
ァ
ル
に
お
い
て
も
、
市
^

乃
至
都
市
制
度
と
敎
會
と
の
關
係
は
淺
か
ら
.
ぬ
も
の
あ
る
こ
と
、
旣
に

H

ユ
リ
ッ
ヒ
，
シ 

ラ
ァ
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

(

15)

'

木
稿
に
お
い
て
は
省
略
し
た
旨
を
附
言
せ
ね
ば
な
る
ま
い
0

そ
れ
は
又
、ラ
へム
メ
ル
ス
.ベ
ル 

^

鑛

山̂

關

す.る
諸
問
題
'に̂

讀

當

す

る

尸

：
：

'

ノ」

:-
'

^

 

,

リ

ィ

，チ

ユ

ル

の

，い_ふ
市

場

的

ぼ

住

の

形

成

に

、
商

人

仲

間

が

演

じ

た

役

割

、

觅

に

こ

れ

が

建

設

，郡

市

制

度

と

の

間

に

有

す

る

關

係

に 

つ

い

て

、
，
今

尙

彩

瓰

す

べ

き

餘

地

の#
す

る

こ

と

を

、

私

は

以

上

に

お

い

て

窺

つ

た

の

で

あ

る

。
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ハ
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大H

職
の
國
結
禁
止
が
敵
：さ
れ
な
が
つ
た
の
ほ
，

.ブ

.
ル
ゲX

.
I

ス
に
包
含
さ
れ
る
歡
山
業
寶

s
i
l
l
s
)

の
利
害
を
顧
慮
し
て
で
あ
つ
た
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■

バ
ィ
ヤ
ァ
レ
敎
授
は
"

新
市
場
聚
落
を
次
の
如
く
區
別
さ
れ
る
。

(

一〕

從
歸
的
市
場?-
な
1

|
5?
M

P.
.
9—

こ
れ
は
該
地
に
土
地
領 

生
及
び
裁
判
領
主
み
木
據
が
あ
っ
て

1

こ
れ
と
尚
接
關
聯
せ
る
市
場
。

(

ニ
}

獨
立
的
市
場

C
e
i
g
e
m
v
S
c
h
s
i
g
e

 

M
a
r
k
c
——

前

者

と

異

り

"

村

落
 

に
耕
地
ゾ
荒
蕪
地
^

或
ば
交
通
の
便
宜
な
る
地
に
創
設
さ
れ
た
孓
の
セ
あ
ウ
^

市

場

領

主

に

と

っ

て

汽

市

場

税

收

得

そ

の

他

亂

接

的

經

濟 

、

益
に
ょ
っ
て
意
篛
あ
を
市
場
。

と
の
兩
表
の
中
で
、
後
辑
は
比
較
的
容
晶
に
都
市
の
担
由
を
得
た
が
、
前
者
に
あ
っ
て
は
、
市
場
領
主
•
都
市
領 

主

と

激

し

い

圃

宰

の

後

に

自
治

を

得

た

(
v
g
l
'
B
e
y
e
r
v
,

 

F
 

M
. 

o
. 

,
s
. 

3
,

 

9
,
1
4
-
5
,

 

4
9
-
5
1
0
0

尙
本
文
に
い■ふ
問
題
に
と
っ
て
は
、
右
の
.前 

.:

者

ハ

從

麗

的;1
1
1場〕

に

お
い

て

1
.‘市
場
自
曲
と
酿
ん
で
長

ら

く

莊
園
法
が1
W

さ
れ
'
 

'こ
れ
は
日
常
必
要a'n
n
の
H
al
に
Is
す
る
土
Jl
l
i
■

生

の
罰

令

 

:

.
機
に
載
く
と
い
ふ
點
が
1

日
常
必
要
品
を
柬
扱
ふ
.手
エ
槩
者
巧
至
小
實
滴
の
他
の
字
エ
業
者
群
に
優
越
す
る
に
至
づ
た
极
據
と
し
て
ー
考
す
る 

要
の
あ
る
と
こ
み
で
あ
る
。
そ
し
て
メ
ル
ヵ
ト
ォ
レ
ス
の
活
躍
す
る
場
所
と
し
て
、
バ
ィ
ヤ
ノ
レ
敎
授
の
い
ふ
獨
立
的
市
場
が
當
て
ら
れ
る
も 

の
と
す
れ
ば"

こ

こ

に
a*

ス
ラ
ァ
ル
市
場
を
こ
の
兩
密
の
綜
合
ょ
り
成
る
も
の
と
す
る
觀
方
が
可
能
と
な
ら
ろ
。

た

ざ

J

の
方
法
が
他
の
姐
設 

,
.
;
.
:
.
市
場
に
も
應
用1
:
得
.る
や
.は

、%

貴
す
べ.
き

激

で

あ

る
:°
ブ
ゾ
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中
批
獨
逸
办
姐
設
都
市
^
商
人
伸
間 

y

 

七
0

ヽ
b

D

V 

• 

. 

.

.
•
• 

.

.

.

. 

.
.
.
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.. 

. 

' 

»
,
.
v
l

v ^ /

多
く 

i配
分

I

fし
.
て

の

利

•■
#

、
義
務
.

等
價
，
能
ヵ
、：
.
道

德

等

の

，
理

念

で

あ

_
つ

た

。

と0
種

の

理

念

，
は

國

家

嫌

要

の

合

理

性

.を
說
く
上
：
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